
が可能であり機械的強度を有するガ ノ墖 釈邳

奮 90 ラム旭は 館するガ ノ夆窺忇遵 蔭るガ 禦強・

ご ノ夡佈琶 ぢ μ

mﾍ6ず0mm�ン tm ラム旭紳澇が可播り機械的強度



３－３）各イオン種の溶出位置

この分析カラムでは陰イオン・陽イオンが同一溶離
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４－２）炭酸を多く含む試料への適用

炭酸飲料、温泉水など炭酸を多量に含む試料のイオ

ン分析を行う場合、特に陰イオン分析においては共存

する炭酸イオンの溶出による妨害を受けることから、

直接注入による測定は困難であり、大量の希釈等の前

処理が必要である。

この分析カラムの特性として弱酸である炭酸イオン

はシÅ ム排ー胘と 輩梜 に溶出することから、鋸

7 す る 炭 酸 イ オ ン の 殮 を 受 け る こ と 析 く 陰 イ オ ン

、 イオン の測定が彸庸である。

ㇰ Ц 第 �炭 立 の炭酸定陰行厨ムが共賊しはいの銑

イオン分析への殮 を 卋は彐のであるが炭酸イコ




